
A・p.L29〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器〕－36 （粗製）

☆ （36）は、 H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→（36）は、口縁に1個の突起と、 その左・右に二叉山形突起が横に突出するも

ので、頚部はゆるく外反するが、ほぼ直立に近いものである。 また、肩部は張らず、最

大幅部は胴部中央上にある器形で、底面は平底である。

☆施文→口唇部の突起がある部分に、大洞A式に特有の沈線文と沈線の突起を認める。

また、頚部の下端に1条の沈線文がめぐるが、胴部は無文である。

☆色調は、内外面とも暗灰黄色、胎土・焼成とも良いが、焼成は軟質である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・p.L30
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〔壺形土器〕－37．38 （粗製）

☆ （37）は、HxⅣ出土の第8群土器(大洞C2式)、 (38)は､HxⅣ出土の第8群土器(大

洞C2式）である。

☆器形→（37）は、口頚部が欠失したものであるが外反するものと推定される。肩部が

張らず、最大幅部は胴部中央にあって、急にカーブして底部にいたる器形で､底面は｢上

げ底」である。 （38)は、口縁が強く外反し、頚部はやや末広がりをしているもので、肩

部はまるみをもってふくらむ器形で、底面は「上げ底」である。

☆施文→（37）は、口頚部は不明、胴部は無文である。 （38)は、口縁に突起をもつもの

で、頚部下端に2条の沈線文がめぐり、胴部には縄文が施文される。

☆色調は、 （37)は、灰黄色（内外とも)、 （38）は、灰黒色を呈する。胎土・焼成は良い

-150-



A.P.L31〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器〕－39 （粗製）

☆ （39）は、 H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→（39）は、口縁が平縁で外反するが、頚部はほぼ直立する☆器形→（39）は、口縁が平縁で外反するが、頚部はほぼ直立するものである。肩部は

張らず、最大幅部は胴部中央より上半にあり、ややふくらみをもちながら底部に接する

器形である。なお、底面は「上げ底」である。

☆施文→口縁より頚部下端にかけては無文帯をなし、肩部の上端には沈線文が1条めぐ

り、胴部には0段多条のR･L縄文が密に施文される。

☆色調は、外面暗黒色、内面黄褐色で、胎土にやや多く細砂を含むが、焼成は良い。
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A，P．L32〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器] 40 (精製）

☆ （40）は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→このものの口頚部は欠失しているが、平縁で外反するものである。 また、肩部

は張らず、胴部中央上に最大幅部があり、やや急にカーブして底部に接する器形で、底

面は「上げ底」ぎみである。

☆施文→肩部下に平行沈線文が3条、最大幅部に平行沈線文が3条めく､り、施文帯には

「入り組工字文」が施文されるもので、 そこには0段多条のL･R縄文が施文される。

また、胴下半には同じ原体による斜行縄文が施文され、底面直上には2条の沈線文がめ

ぐる。

☆色調は、外面灰褐色、内面黄褐色を呈し、胎土・焼成とも最良である。
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A.P.L33〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器]-41 (精製）

☆ （41）は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→(41)は、口縁が平縁で、小突起を1個つけるも‘☆器形→(41)は、口縁が平縁で、小突起を1個つけるものである。 また、小突起下の

口縁には、左右対象の粘土粒を2個l対付くもので、口頚部はやや外反する。肩部は張

らず、胴部の最大幅部はまるみを持って張るもので、胴下半部も、 まるみをもつ器形で

ある。なお、底面は「上げ底」である。

☆施文→口縁直下の内面に1条の沈線文がめぐる。また、外面の口縁直下に1条の沈線

文が施文され、 そこには上記の粘土粒が付される。頚部は無文で、肩部には3条、胴部

の最大幅部にも3条の沈線文がめぐるもので、 この間の施文帯には､｢入り組み工字文」

が施文され、細い縄文がある。胴下半には、同じ原体による縄文が施文され、底部上に

は、 2条の沈線文がめぐる。

☆色調は、外面灰赤褐色、一部黒色、内面暗黄褐色を呈する。胎土に砂粒を多く含み、

焼成もやや不良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L34
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〔壺形土器〕－42．43 （粗製・精製）

☆ （42）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式)、 (43)は、 HxV出☆ (4Zノは、 HXV出土の弟8群土語（大ｲ|1C2式)、 (43)は、 HxV出土の第10群土

器（大洞A式）である。

☆器形→口縁部が一部欠失しているが、水平に近い程外反し、頚部は末広がりのもので、
最大幅部は胴中央部にある器形で、底面は平底である。 （43)は、 （42)と同じく口縁が水
平に外反するもので、頚部も末広がりのものである。胴上半に最大幅部があり、胴下半
はややふくらみのある器形で、 4個の脚がつくものである。

☆施文→（42）は、口縁直下に1条の沈線文があり、肩部上端にも1条の沈線が施文さ
れ、胴部には単軸撚糸文が縦位に施文されている。 （43)は、口縁内に2条の沈線文、口
縁には縦位の突起があり、粘土粒と粘土紐による装飾があり、頚部と胴部には、次の順
に施文が繰り返されている。即ち、

無文帯一沈線文一低隆帯上の刺突文一矢羽根状文一沈線文一低隆帯上の刺突文(二重に）
と →頚部く ’ L肩部下一一→胴部一一→

と6対の粘土粒一矢羽根状文と、 3個のX字状文、 3個の｢入り組み曲線文一聖山式的」
－沈線文一低隆帯上の刺突文(二重)－矢羽根状文+X字状文十「入り組み曲線文聖山
式的」 3条の沈線文一無文帯一四脚付底面となっておりきわめて複雑な施文をしている。

☆色調は、 （42)は、内外面とも灰黒色、 （43)は、朱ぬり土器で赤灰色を呈する。胎土・
焼成とも最良なるも、 （43)は、軟質の焼成である。
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A.P．L35〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器〕－44 （粗製）

☆ （44）は、 H3Ⅲ出土の第10群土器（大洞A式）

☆器形→この土器は、口縁が平縁で、頚部が短く、☆器形→この土器は、口縁が平縁で、頚部が短く、

である。

いわゆる短頚壺の一つと考えられる

肩部は張らず、胴部の最大幅部は胴中央上部にある器形で、底面は「上げ底」を呈するく

☆施文→頚部と肩部との境に細い沈線が一部に認められる。肩部下には2段単節縄文が

施文されるが、肩部付近には不整な条痕がある。

☆色調は、外面上半黄褐色一部黒色、内面黄褐色、胎土・焼成ともやや不良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・p.L36

HX，15

電
電
好

溌
蕊
鵜
撫
灘
繍
辮
溌
繍

口
口
踊
琿
鰯

酔
弾
む
唖
母

、
津
紗
餌
鈩

。
婚
、
諺
財

Ｊ
毎
Ｐ
Ｆ
Ｆ

(壺形土器）

蕊

；…

8．0－

ー

0.6

13．8

ノ
6．4

〔壺形土器〕－45 （精製）

☆ （45）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁には1個の山型突起と、 その左・右に横へ突出する粘土粒を穴盃形→LI豚にほ11回の山型失起と、 その左・右に横へ突出する粘土粒を (2個l対の

もの） を付すもので、頚部はやや末広がりのもので、肩部がゆるく下っている。 また、

胴部は中央上面に最大幅部をもつ器形で、底面は「上げ底」を呈する。

☆施文→無文のもので、へラ削りの整形痕がある。

☆色調は、灰黄褐色（内外面とも）で、胎土・焼成は最良である。
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A.P．L37〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器〕－46 （精製）

☆ （46）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は平縁のものであるが一部欠損している。肩部は張らず、最大幅部は胴部

上半にあって、ふくらみのある胴部である。底面は平底である。

☆施文→口頚部は無文で、肩部上に沈線文が1条めぐる。胴部には0段多条のL･R縄

文が施文される。

☆色調は、内外面とも暗褐色で、胎土・焼成はやや良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L38
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〔壺形土器〕 47．48 （粗製）

☆ （47）は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式)、 (48)は、 H2Ⅲ出土の第8群土
器（大洞C2式）である。

☆器形→（47）は、口頚部が欠失したもので、胴部のみ現存するが、最大幅部は胴中央

上部にある器形である。なお、 このものは厚くできており重量がある。 （48)は、口縁が

平縁で、水平に近く外反するもので、頚部はやや末広がりのものである。胴部のほぼ中

央に最大幅部があり、底部は「上げ底」である。

☆施文→（47）は、無文で、 （48)は、口縁内に沈線文が1条、口縁外面に沈線文が施文

されるが、突起のある部位では、沈線が山型になっている。頚部は無文であるが、縦位

のへラ削り整形痕がある。 また、胴部上には沈線文が1条、 その下は単軸撚糸文が施文

される。

☆色調は、 （47)は、明黄褐色、 （48)は、外面灰黒色、一部明黄褐色、内面明赤褐色であ

る。胎土・焼成は、 （47)は胎土に砂粒を含むが焼成は良、 （48)は、胎土・焼成とも最良

である。
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A.P．L39〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔壺形土器〕－49 ．50 （粗製）

☆ （49）は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式)､ (50)は、HxV出土の第8群士器
（大洞C2式）である。

☆器形→（49）は、口縁が小波状を呈するもので、口縁が肥厚し、頚部との境に段を有

するものである。頚部は直立し、肩の張らない器形で、最大幅部は胴中央より上にあっ

て、急にしぽまる器形で、底面は「上げ底」である。 （50)は、口縁は平縁で、頚部はゆ

るく外反するもので、胴部中央に最大幅部があって、強くふくらむ器形である。なお、

底面は「上げ底」である。

☆施文→（49）は、頚部の下端に浅い沈線文が2条めぐる。胴部にはR･L縄文が施文

される。 (50)は、口頚部は無文で、胴部には0段多条のL･R縄文が施文されている。

☆色調は、 （49)は、内外面とも明黄褐色、 (50)も明黄褐色を呈する。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・p.L40
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〔壺形土器〕－51 ．52 （粗製）

☆ (51)は、 H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式)、 (52)は、 HxV出土の第8群土
器（大洞C2式）である。

☆器形→(51)は、口縁は平縁であるが、二叉山型突起が付くもので、口縁から頚部に

かけては、ゆるく外反するもので、最大幅部は胴部中央よりやや上にある器形で、底面

は欠損したものである。 （52)は、口縁は平縁で、水平に近い程外反し、頚部は短いが末

広がりのもので、胴部中央下に最大幅部がある器形のもので底面は平底である。

☆施文→(51)は、口縁部は無文で、胴部には0段多条の縄文が施文される。 (52)は、

頚部は無文で、肩部上には沈線文が1条めぐる。胴部には2段単節L･R縄文が施文さ
れる。

☆色調は、 （51)は、外面茶褐色、内面暗褐色、 （52)は、外面暗黒色、内面黒色で、胎土

・焼成は(51)はやや不良、 (52)は良好である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L41
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〔壺形土器〕－53 （精製）

☆ （53）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式後半）である。

☆器形→口縁は波状口縁で、小突起をもち、水平に近く外反する。頚部は長く末広がり

で、肩部は平面に近く、最大幅部は胴中央より上方にあって、胴部はふくらみを持って

底部に接する器形である。底面は隆帯を持ち、中高のものである。

☆施文→口縁下より肩部までは無文で研磨されたものである。肩部下には3条の沈線文、

最大幅部には、2条の沈線文が施文され､この間の施文帯には浮文による文様があり、その

上面には0段多条のR･L縄文が施文されている。この浮文と組み合う沈線文は、曲線

文と「入り組み工字文」の前段階を想定できる施文がある。胴部下半は朱ぬりの他は無

文研磨帯である。また、底面には沈線文がめぐっている。

☆色調は、器全体が朱ぬり土器で、内面にも朱がぬられたものである。胎土・焼成とも

最良。

※ このように大形朱ぬり土器は稀少なものである。
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〔各地区出土、土器〕 （土師器一坏形）

54
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〔坏形土師器〕－54

☆ （54）は、AS C区G13V出土の坏形土師器である。

☆器形→このものの口縁は一部欠失しているが、平縁で、口縁はやや外反し、☆器形→このものの口縁は一部欠失しているが、平縁で、口縁はやや外反し、肩部に段

があるもので、ケズリ痕を認める。なお底面には「糸切り痕」はなく、擦痕がある。 ま

た、胎土に細砂を含むがロクロの使用はない。

☆色調は、明黄褐色、一部に赤変した部位を認める。ナデ方向は横である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L43
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〔台付鉢形土器〕 55 （粗製）

☆ （55）は、HxV出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→この土器は、口縁が小波状を呈し、肩部が強く張るものである。☆器形→この土器は、口縁が小波状を呈し、肩部が強く張るものである。胴部はや、ふ

くらむ器形で、台部は不明である。

☆施文→小波状をなす口縁の直下に沈線文が6条あるが、把手の部位で中断しており、

肩部には「把手」が付けられるが、 その把手は、長く高いものである。胴部には2段単

節L･R縄文が密に施文され、台部は不明である。

☆色調は、鉢部暗黄褐色、一部明黄褐色、胎土・焼成は良く堅繊である。
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A・P．L44〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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(粗製）〔台付鉢形土器〕－56 （粗製）

☆ （56）は、HxV出土の第7群土器（大洞Cl式）

☆器形→口縁は小波状を呈し、肩部が強く張る器形☆器形→口縁は小波状を呈し、肩部が強く張る器形で

である（

台部へ接する胴部はふくらみを持

つ器形で、台部は末広がりのものである。また、把手が付くが、口縁よりや、高いもの

である。

☆施文→やや内傾する口縁下に沈線文が1条めぐり、肩部に2条の沈線がある。胴部に

は細い0段多条の2段単節L･R縄文が施文される。台部には、 2こl対の粘土粒がつ
けられる。

※ この台付土器の器形・施文は、 （大洞Cl式）の一タイプであるが大洞C2式直前のも
のと思われる。
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A.P.L45〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔台付鉢形土器〕 57 （粗製）

☆ （57）は、 H2Ⅲ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→口縁には、装飾部があるため、小波状を呈する。また、

縦位になる粘土粒をもつもので、鉢部はふくらみのある器形で、

☆器形→口縁には、装飾部があるため、小波状を呈する。また、口縁下には2ケ1対の

縦位になる粘土粒をもつもので、鉢部はふくらみのある器形で、台部は末広がりの器形

である。

☆施文→口縁下に2条の沈線文がめく、り、胴部には0段多条のL･R縄文が施文され、

台部の下端には縄文が施文される。

☆色調は、黒褐色、一部灰黄色、内面は暗褐色を呈する。胎士・焼成は良で堅綴なもので

ある。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L46
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付鉢形土器〕－58 （粗製）

（58）は、HxV出土の第7群土器

器形→口縁は小波状を呈し、やや内

〔台付鉢形土器〕－58 （粗製）

☆ （58）は、HxV出土の第7群土器（大洞C1式）である

☆器形→口縁は小波状を呈し、やや内傾する。胴部はややふ☆器形→口縁は小波状を呈し、やや内傾する。胴部はややふくらみをもちながら台部に

接する器形である。台部は末広がりで下端が開くものである。

☆施文→口縁直下に沈線文が3条あり、上位の沈線文は、口縁の刻目から斜行する。

（多分大洞B・C式の名残りか） 2段、 3段の沈線には、交互に刺突文を施文している。

胴部には0段多条の縄文(L･R)が施文され、台部は無文であるが、下端に沈線文が

1条めぐる。

☆色調は、鉢部灰黒色、台部は灰褐色、胎土・焼成は良く堅徴である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P.L47
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〔台付鉢形土器〕 59 （粗製）

☆ （59）は、 HxV出土の第7群土器（大洞C1式）である。

☆器形→口縁は、小波状を呈し、肩部は段をもって張る器形で、胴部はわずかにふくら

むものである。台部は無文である。台部の下端は無文と思われるが欠失している。

☆施文→口縁直下に細い沈線文が3条あり、 その間に刺突文帯をもつもので、胴部には

0段多条のL･R縄文が施文されるものである。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半黒褐色、下半黄褐色を呈する。胎土・焼成は、やや不

良である。

－167



〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P．L48
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〔台付鉢形土器]-60 (粗製）

☆ （60）は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である．

☆器形→口縁には、 2叉山形突起を4個、 その間に2個lメ☆詣形→口縁には、 2叉山形突起を4個、 その間に2個l対の突起を8個付すもので、

口縁は外反し、肩部はやや張るもので、 そこには2個l対の粘土粒を4対付くものであ

る。胴部はややふくらむ器形で、台部は末広がりでやや大きく開くものである。

☆施文→口縁直下から肩部へかけては、平行沈線文が3条めぐり、 3条目には粘土粒を

付すものである。胴部にはやや撚りのゆるい0段多条L･R縄文があって、台部との接

点には二重の刺突文がめぐる。台部は無文帯と下端に2条の沈線文が施文されている。

また、口縁内側には沈線文が1条あり、二叉山形突起のうち、 1個には山形の沈線がの

びるタイプである。

☆色調は、上面黒褐色、下半黄褐色を呈し、台部は赤変している。胎土・焼成は、やや

不良である。
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A.P.L49〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔台付鉢形土器] 61 (粗製）

☆ (61)は、 H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁には、二叉にわかれた縦位の突起が3個つき、 その間に横に突出する二叉

にわかれた突起がつくもので、口頚部は外反する。胴部との境は段をもっており、胴部

はふくらみのある器形である。台部はほぼ直立するが、下端が横に開くものである。

☆施文→口唇部に沈線文1条、他は無文である。

☆色調は、内外面とも黒褐色で胎土・焼成とも良く、堅いものである。
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A.P.L50〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔台付鉢形土器〕－62 （精製）

☆ （62）は、 HxV出土の第9群土器（大洞C2～A式→仮称）である。

☆器形→口縁は平縁なるも刻目をもち外反する。 また肩部には、欠失しているが汝盃形→1-1ﾎ永榧十ﾎ永葱つも刻日をもち外反する。 また肩部には、欠失しているが「把手」

が付くもので、 さらに、横に突出する山型突起と、 2個l対の粘土粒を付すものである。
胴部はかるくふくらむ器形で、台部は欠失しているため不明である。

☆施文→口縁下に浅い沈線文が3条めぐり、 その3条目が横に突出する山型突起に山形

にのびる。 また、突起と粘土粒の間には、短沈線があるもので、胴部には「入り組み曲

線文」が浮き彫りされ、 その上面には2段単節R･L縄文が施文される。胴下半には3

条の沈線文があって文様帯を区画し、台部上の胴部下半には、上記の原体による縄文が

施文されている。台部にも文様があるように認められるが不明である。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半灰褐色、下半黄褐色を呈する。胎土・焼成は良い。
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A_P.L51〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔台付鉢形土器〕－63 （粗製）

☆ （63）は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は、平縁なるも山型の小突起が4個つくもので、肩部には2個1☆器形→口縁は、平縁なるも山型の小突起が4個つくもので、肩部には2個1対の粘土

粒が4対付けられているが、やや下向きである。胴部はわずかにふくらみ、台部は末広

がりのものである。

☆施文→口縁端には、縄文が施文され、頚部には3条の沈線文がめぐるもので、肩部の

粘土粒には短沈線がのびるもので、胴部には0段多条のL･R縄文が施文される。台部

は無文である。

☆色調は、外面灰黒色、台部は赤褐色、内面上半黒色、下半黄褐色を呈する。胎土．焼

成は良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L52
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〔台付鉢形土器〕－64 （精製）

☆ （64）は、HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁であるが、 2個l対の突起が横方向に付けられ、☆器形→口縁は平縁であるが、 2個l対の突起が横方向に付けられ、口縁は外反する。

肩部は張らず、胴部はゆるくふくらふ器形で、台部は末広がりのものである。

☆施文→口唇部に沈線文が1条めぐり、 2個l対の突起のうち1個に山型にのびる。口

縁下に太い沈線文が1条めぐり、胴部中央下には2条の沈線文があって文様帯を区画し、

胴部下半は無文帯で、台部も無文である。胴部上半には「入り組工字文」が施文され、

隆起帯には、縄文（マメツのため不明）が施文される。

☆色調は、内外面とも暗黄褐色、胎土・焼成はやや不良である。
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A.P.L53〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔注口土器〕－65 （精製）

☆ （65）は、 H1Ⅳ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→このものの口頚部は現存約音程度であるが、口縁部は外反しつつ内傾するもの

である。 また、頚部から胴上半は直線的に内傾し、最大幅部は強く横に突出するもので、

底部は丸底である。

☆施文→頚部～胴部上半には、 7本の浅い沈線文があり、 2 ． 3本目に交互に刺突文が

ある。4．5本目にも交互に刺突文がある。さらに、 6 ． 7本目にも交互に刺突文がある

もので、胴中央部には注口部があるが欠失し、注口の左右には、 2個1対の粘土粒と、

沈線による文様がある。また、胴下半の注口部下には、沈線文と三叉文的な施文がある。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半黒色、下半黄褐色で、胎土・焼成は最良である。
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A.P．L54〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔注口土器〕－66 （精製）

☆ （66）は、 HxV出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→口縁～胴部上半は欠失しているため、不明である。胴上半と☆器形→口縁～胴部上半は欠失しているため、不明である。胴上半と下半の注口のある

部位は横に突出し、注口部の左・右には2個1対の粘土粒の配置があり、沈線文もある。

胴下半は、ふくらみをもって底部に接する器形で、底部は丸底を呈する。

☆施文→口縁～胴部上半には、施文があるように認められるが不明。注口部下には「X

字状文」がある。なお、胴下半部の直下には沈線文が1条めぐる。

☆色調は、外面黒色で研磨されており、内面灰黒色を呈する(現存部｡）胎士・焼成は最

良である。

－174



A.P.L55〔各地区出土、土器〕 （後期）

戸局

O／ H1、

(鉢形十器）
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〔鉢形土器〕－67 （粗製）

☆ （67）は、 H1V出土の第3群土器（十腰内I式）である。

☆器形→口縁は、平縁で外反し、肩部はまるみを持って張り、☆器形→口縁は、平縁で外反し、肩部はまるみを持って張り、胴部もゆるく湾曲する器

形で、底面はや、 「上げ底」である。

☆施文→口縁部下に1条の不整な沈線文が施文されるほかは無文のものである。

☆色調は、外面上半が赤褐色、下半は灰黒色、内面は茶褐色を呈する。胎土・焼成はや

や不良なものである。
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A.P．L56〔各地区出土、土器〕 （晩期）

68 Hll

(鉢形土器）
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〔鉢形土器〕 68 （粗製）

☆ （68）は、HlV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→この土器の口縁は、不整な平縁のもので、わずかに外反する。

胴部はふくらみのある器形で、底面は平底のものである。

☆施文は、口縁直下に2条の沈線文がある。胴部には、単軸撚糸文(L

れるものである。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半黒褐色、下半黄褐色を呈する。

肩部は張らず、

r)が施文さ
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L57
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〔鉢形土器〕－69 （精製）

☆ （69）は、 H2Ⅲ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→現存部が約圭程度であるが、口縁は小波状を呈し、肩部が張らず、☆器形→現存部が約圭程度であるが、口縁は小波状を呈し、肩部が張らず、胴部がやや

ふくらむものと思われる。胴下半は欠失しているため、 その他は不明である。

☆施文→口縁下にやや細い沈線文が3条めぐる。胴部には0段多条のL・R縄文が施文

される。

☆色調は、外面茶褐色、内面灰茶褐色を呈する。胎土・焼成は良く堅綴である。
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A.P．L58〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔鉢形土器] 70･71 (再生土器) (粗製）

☆ （70）は、 HlⅣ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。 また、 (71)はHxV出

土の再生された土器で、型式名は不明である。

☆器形→（70）は、口縁は小波状を呈し、肩部はまるく、胴部もややふくらむ器形で、

底面は平底である。 （71)は壺形土器の胴下半部のものと推定されるが、上面が擦って整

形されているものである。

☆施文→（70）は、口縁下に2条の沈線文がめぐり、胴部には0段多条のL･R縄文が

施文されている。 （71)は、 きわめて細かい0段多条のL･R縄文が施文されている。

☆色調は、 （70)は、外面黒褐色一部赤褐色、内面灰黒色を呈する。胎土・焼成は良い。

（71）は外面上半は茶褐色、下半は黒色、内面は明茶褐色を呈する。胎土・焼成は、や

や不良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L59

H2m72

(鉢形土器）
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〔鉢形土器〕 72 （粗製）

☆ （72）は、 H2Ⅲ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→口縁は小波状を呈し、肩部は張り、粘土粒を付すもので、胴部はわずかにふく

らむ器形で底面は平底である。

☆施文→口頚部は無文で、胴部には細い条線文がわずかに施文されている。

☆色調は、外面灰褐色、内面も灰褐色であるが、一部黒褐色を呈する。胎土．焼成はや

や不良である、
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L60
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〔鉢形土器〕－73 （粗製）

☆ （73）は、 H2m出土の第7群土器（大洞CI式）である。

☆器形→口縁は小波状を呈し、やや内傾するもので、肩部はまるく、☆詰形→口縁は小波状を呈し、やや内傾するもので、肩部はまるく、胴部もふくらむ器

形のもので、底面は「上げ底」のものである。

☆施文は、口縁下に2条の沈線文がめく、り、胴部には羽状縄文が施文されているもので、

羽状縄文の施文されている土器は、稀少である。

☆色調は、外面黒褐色、下半黄褐色、内面は黒色で煮沸痕が付着する。胎土・焼成は良

いものである。
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A.P．L61〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔鉢形土器〕－74 （粗製）

☆ （74）は、 HxV出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→口縁には細い刻目があり、口縁～肩部へかけては内傾するもので、胴部もゆる

くふくらむ器形で、底面は欠失している。

☆施文→口縁下に2条の沈線文がめく、り、胴部には0段多条のR･L縄文が施文される。

☆色調は、外面上半灰黒色、下半暗褐色、内面黒色を呈する。胎土・焼成とも良く堅繊

である。
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A・p.L62
〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔深鉢形土器〕－75 （粗製）

☆ （75）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口径に比して器高があるもので、円筒形の器形である。口縁は平縁なるも、×盃形→l－l1主l－ｪじし（盃向刀』のっも(/ノ（､､、H同形の語形である。口縁は半縁なるも、二叉

山型突起が3対つくもので、底面は平底である。

☆施文→無文土器で、器外面にはケズリによる整形痕がある。

☆色調は、外面は黒褐色で煮沸痕が付着しており、内面も同様、底部直上は、内外とも

黄褐色で、胎土・焼成はやや良い。

-182



A.P．L63〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔片口付鉢形土器〕－76 （粗製）

☆ （76）は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口径に比して、底径が小さいもので、肩部も張らず、

形である。口縁は平縁であるが、二叉山型突起が4個付くも（

端は欠失している。なお、底面はやや「上げ底」である。

☆施文→口縁直下より底部まで、 0段多条のL･R縄文が不ヨ

☆色調は、外面黒褐色、内面も黒褐色であるが、底は黄褐色

や良い。

部も張らず、直線的に底部に接する器

4個付くもので、片口部の中央より先

である。

R縄文が不整に施文されている。

底は黄褐色を呈する。胎土・焼成はや
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A.P.L64〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔鉢形土器一小形〕 77．78 （粗製）

☆ （77）は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式)、 (78)もHxⅣ出土の第8群土器

（大洞C2式）である。

☆器形→（77）は、口縁は平縁なるも小突起を付すもので、わずかに内傾するものであ

る。肩部は張らず、ゆるくふくらむ胴部で底面は「上げ底」である。 （78）は､平縁であ

るが、口縁に2個1対の小突起がつくもので、口径が大きく、底径が小さい器形で、底

面は不整な平底をなす。

☆施文→口縁下に2条の沈線文がめぐり、 その一端は口縁上端にのびている。胴部には

0段多条のL･R縄文が施文される。 (78)は無文土器である。

☆色調は、 （77)は、外面暗褐色、一部火を浴びて赤変している。内面明燈色を呈する。

胎土・焼成は、やや不良である。 （78)は、外面灰黒色、一部赤変している。内面1ｷ黒褐

色である。胎土・焼成は良いが整形が悪い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P．L65
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〔鉢形土器小形〕 79．80

☆ （79）は、 HxⅣ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。 (80)は、 HXⅣ出土の第

10群土器（大洞A式）である。

☆器形→（79）は、不整な平縁で、口縁には刻目状の痕が認められる。口縁はやや内傾

し、肩部が段をもって張る器形で、底面はやや「上げ底」である。 （80)は、口縁が外反

し、肩部には、 2ケ1対の横に突出する突起を3対付くもので、肩部はゆるく湾曲し、

胴部もややふくらむ器形で、底面は「上げ底」である。

☆施文→（79）は無文士器であるが、ケズリ整形が、内外面に認められる。 （80)は、口

縁下に2条の沈線文があり、突起の一つに山型にのびている。突起間には1条の沈線文

があり、胴部中央下に2条の沈線文が不整にめぐり、施文帯には、未完成な「入り組み

工字文」が一単位のみ施文される。また、細い2段単節L･R縄文が施文されている。

即ち、縄文が施文された後、沈線文・ 「入り組み工字文｣が施文されたものである。また、

底部上にも2条の沈線文がめぐるものである。

☆色調はぐ （79)は、外面黄褐色、一部黒色、内面は明黄褐色で、胎土・焼成は良く堅い‘

（80）は外面黒褐色、内面黒色で煮沸痕が付着している。

-185



〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L66
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〔鉢形土器〕－81 （粗製）

☆ (81)は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は平縁で、鉢形というよりも碗形と言ったほうが適切な器形である。また、

このものには、円形の低い四脚がついている。

☆施文→口縁下には、浅い沈線文が3条めぐり、胴部から脚部までは、 2段単節L･R

縄文が施文される。

☆色調は、外面、明赤褐色、一部灰黒色、内面、黄褐色を呈する。胎土・焼土は良い。
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A.P．L67〔各地区出土、土器〕 （晩期）
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〔鉢形土器一小形〕－82．83 （粗製）

☆ （82）は、HxV出土の第3群土器（十腰内I式)、 (83)は、 HxV出土の第3群土器

である。

☆器形→（82）は、現存約音程度で、口頚部は、欠失している。胴部は、かるくふくら

むもので、底面は、 「上げ底」である。 （83)は、平縁で、底部より口縁にかけて、開く器

形である。底面は平底であるがやや不整。

☆施文→（82．83）は、 ともに無文のものである。

☆色調は、 （82．83)ともに、灰褐色で、胎士に両者とも、細砂を含むが焼成も良く堅い。

187－



〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・p.L68
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〔鉢形土器〕－84．85 （粗製）

☆ （84．85）は、 ともにHxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→（84）は、や、不整な平縁をなすもので、口縁部は、や、内傾し、ふくらみの

ある胴部のもので、底面は、平底である。 （85)は、口縁が平縁で、やはり内傾するもの

で、胴部も （84） と同様、ゆるく湾曲し、底面は「上げ底」である。

☆施文→（84）は、口縁直下より0段多条のL･R縄文が密に施文される。 (85)は、前

者と同様、口縁下より、 0段多条のL･R縄文が縦位に施文される。

☆色調は、 （84)は、外面暗茶褐色、内面灰褐色を呈する。 （85)は、外面黒色、内面黒色

で煮沸瘍がある。胎土・焼土は、 （84)は良く、 （85)は、や、良である。
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A.P．L69〔各地区出土、土器〕 （晩期）

H2m86
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〔鉢形土器〕－86 （粗製）

☆ （86）は、H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は、平縁であるが、 2ケ1対の山型突起が4対、 その間に横に突出する小

突起が付くもので、頚部は、無文である。肩部は、強く張り、 「把手｣が付くものである。

「把手」の左右には、小突起が1対ずつ付く、胴部は、ふくらみ気味の器形で底面は、

「上げ底」である。

☆施文→口縁内と、口唇部に沈線文があり、肩部には、 3条の沈線文がある。上の沈

線文には、刺突文があって、頚部と肩部を境している。肩部下の施文帯には、 （｢X字文」

－把手の下位） と磨消手法による浮彫り文があるが、胴下半にも同じ原体による縄文が

施文されている。

☆色調は、器内外とも黒褐色である。胎土．焼成は良く堅綴である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L70
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〔鉢形土器小形〕－87 （粗製）

☆ （87）は、 H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は、平縁であるが、や、不整である。底面は平底であるが、 この底面

ふくらみを若干もちながら口縁にいたる器形であるが、口縁はや、内傾する。

☆施文→口縁直下より、 0段多条のL･R縄文が施文されるものである。

☆色調は、暗褐色で内面上半は灰黒色、下半は明黄褐色である。

上り
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L71
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〔鉢形土器〕－88 （粗製）

☆ （88）は、HXⅣ出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁であるが、山形突起が4対付くもので、口縁は外反する。頚部は、

無文帯で肩部には、 2ケl対の粘土粒が4対つくもので、胴部は、ゆるいカーブをもイ無文帝で眉部には、 2ケl対の粘土粒が4対つくもので、胴部は、ゆるいカーブをもち、

底部に接する器形で、底面は平底である。

☆施文→胴部上半の施文帯には、 「入り組み工字文｣と縄文が施文され、胴中央下には、

2段単節L･R縄文が付される。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半黒褐色、下半黄褐色を呈する。胎土・焼成は良く堅い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L72
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〔鉢形土器小形〕－89 （粗製）

☆ （89）は、HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁には、小突起が約10ケ程付くため、波状口縁をなし、☆詣形→口縁には、小突起が約10ケ程付くため、波状口縁をなし、や、外反する。肩部

が張り、横に突出する2こl対の粘土粒が4対つき、胴部はや、ふくらむ器形で、底面

は、や、 「上げ底」である。

☆施文→口縁下に2条、肩部に2条の沈線文がめぐり、肩部の沈線文は、粘土粒間を連

結する。また、 2この粘土粒の間は短沈線がある。その下にさらに沈線文がめく、り、施

文帯を区画し、胴部には、 0段多条のL･R縄文が施文される。

☆色調は、外面黒褐色、内面上半黒褐色、下半黄褐色を呈する。胎士・焼成は良い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L73
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〔碗形土器]-90 (粗製）

☆ （90）は、H1Ⅳ出土の第8群土器（大胴C2式）であろう。

☆器形→口縁は、平縁であるが、 きわめて不整なもので、内傾する。肩部は、☆器形→口縁は、平縁であるが、 きわめて不整なもので、内傾する。肩部は、 まるく、

胴部もふくらむものであるが、底面径が大きく安定するものである。 （註)このものの型

式を決定するきめ手はないが、口縁部が内傾していることに着目した。

☆施文→無文土器である。成形は、粗雑で、整形のため、ヘラケズリのあとが斜左下、

横方向に認める。なお、器内面には、内接痕が認められる。

☆色調は、内外とも明燈色で、二次的に火を浴びた斑点がある。胎土・焼成はや、不良

である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L74
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〔皿形土器〕 91 （精製）

☆ (91)は、H2Ⅲ出土の第7群土器（大胴Cl式）である。

☆器形→L｣縁には、刻目があり、縦形の小突起が4対付くもので、口縁は外に開く、胴

部はゆるいカーブで､底径は大きいものである。底面は、平底であるが、や、中高である

☆施文→口唇部には、沈線文がめぐり、小突起間を連結し、 l l縁下の内面にも沈線文が

1条めぐる。 さらに、胴部中央の内面には、隆起帯があって、 L・R縄文を付している‘

外面には「X字状文」が施文され、 2段単節L･R縄文がある。また、底部直上にも2

条の沈線文が施文される。

☆色調は、外面黄褐色、内面淡黄褐色である。胎土・焼成とも最良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L75
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〔皿形土器〕－92 （精製）

☆ （92）は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は、刻目文のため小波状を呈する。口頚部は、わずかに外反する。

胴部は、かるく、ふくらむ器形で、底面は平底である。この土器も底面径は大きいもの

である。

☆施文→口縁には、刻目文があり、口唇部には沈線文が刻目文と接して山型に施文され

る。口縁直下には2条の沈線文がめぐり、底部直上の沈線文（2条）で施文帯を区画す

る。施文帯には、曲線文と浮文があって、 その上には、 2段単節L･R縄文が施文され

る

☆色調は、外面明黄褐色、内面も同様である。胎土・焼成は最良で堅い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P．L76
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〔皿形土器〕－93 （精製）

☆ （93）は、H2Ⅲ出土の第7群土器（大洞Cl式）である。

☆器形→この土器は、口縁が小波状を呈するが、二叉山型突起が4こ配置され、 その間

に、小山型突起が付くものである。口縁は、や、内傾気味のもので、胴部は、わずかに

ふくらむ器形で、底面は、平底のものである。このものも底径の大きいのが特徴である

☆施文→口縁直下に平行沈線文が2条、底部上にも2条の沈線文が施文されるが、胴部

は無文である。

☆色調は、外面茶褐色、内面明赤褐色を呈する。胎土．焼成とも良く堅い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P.L77
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〔皿形土器〕 94 （粗製）

☆ （94）は、HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は平縁なるも、不整である。口頚部は、 わずかに外反気味で、胴部は、

るくふくらむ器形である。底面は、 「丸底｣である。

☆施文→無文土器で二次的に火を浴びた黒色の斑点がある。

☆色調は明黄褐色で、内面暗褐色を呈する。胎士に砂粒を多く含むが焼成は良い。

か
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P.L78
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〔皿形土器一大形〕－95 （精製）

☆ （95）は、H2Ⅲ出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁には、縦位に二叉に分かれた山型突起があり、 さらに2ケl対の突起を付

すもので、波状口縁である。口頚部は外反し、肩部がや、張るもので、胴部は、わずか

にふくらむ器形である。底面は、 「上げ底｣である。

☆施文→口縁直下に沈線文が1条、頚部は無文帯で、肩部には、 2条の平行沈線文がめ

ぐるが胴部は、無文である。この土器は、朱ぬり土器である。

☆色調は、外面暗赤黒色、内面明黄褐色一部黒色を呈する。胎土・焼成は最良なるも軟

質に焼かれている。

－198－



〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P．L79
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〔皿形土器〕－96 （精製）

☆ （96）は、HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁で、口縁には2ケ1対の小突起を8対つくもので、口縁はわずかに

内傾し、肩部は、 まるくふくらむ器形で底面は、 「上げ底」である。

☆施文→外面の口縁直下に、細く浅い沈線文が1条あり、 そのほかは無文朱ぬりである《

内面の口縁直下に沈線文が1条めぐり、 その一部が突起の一つに山形にのびるものであ

る。また、口唇部にも1条の沈線文がある。

☆色調は、外面黄褐色、一部黒色、内面明赤褐色を呈する。胎土．焼成は最良なるも軟

質である｡
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P．L80
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〔皿形土器〕 97 （精製）

☆ （97）は、HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は、平縁であるが、 2こ1対の突起を4対つけるもので、 11頚部は、外反

し、肩部は、 まるく張る器形で、底面は、 「丸底」のものである。

☆施文→器外面の口縁直下には、太く浅い沈線文が1条めぐるほかは無文朱ぬりである

器内面には、口縁直下に太い沈線文がめくゞり、 その沈線文から縦位の短沈線が、口縁突

起の片方に突出するものである。

☆色調は、器外面黄褐色、内面黄赤褐色を呈する。胎士・焼成とも最良であるが軟質に

焼かれている。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A，P．L81
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〔碗形土器〕－98 （粗製）

☆ （98）は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁のもので、強く内傾する。口縁から胴部へかけて、☆器形→口縁は平縁のもので、強く内傾する。口縁から胴部へかけて、 まるくふくらむ

もので、最大幅部は、胴部中央上にある器形である。底面には、低く円形の四脚がつく

ものである。

☆第9次発掘では、同類は、 2こ出土している。なお、出土数がきわめて少ないタイプ

のものである。

☆施文→無文士器で、ナデ方向は横方向である。

☆色調は外面灰赤褐色、内面ノパ黒色を呈するが一部（内外とも）黒色で二次的に火を浴

びている。胎土・焼成は良いが、や、軟質である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L82
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〔鉢形土器〕－99

☆ （99）は、HXⅣ出土の第3群土器（十腰内I式）である。 （但し、型式決定のきめ手

は底部の形態のみである｡）

☆器形→このものは、底部および胴部の一部のみ現存するもので、正確な器形は不明で

あるが、胴下半は、や、ふくらみ底部に接するもので、底面は「上げ底」である。なお、

底部は、高台状である。

☆施文→現存部は無文であるが、他は不明。

☆色調は、内外とも赤褐色で、胎土・焼成は最良であるが軟質である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L83

HX，100

(浅鉢形士器）

liX

蔦
製

鴬
藍
韓

緊

農一
歩苫

普 』 二 LF

・ :4.

勘

Ｆ

開

。

14．2

0．4

5

11．0

〔浅鉢形土器] 100 (粗製）

☆ (100)は、 HxV出土の第8群土器（大洞C2式）である。

☆器形→口縁は平縁なるもや、不整、口頚部は、内傾し、肩部はふくらむもので、最大

幅部は、肩部にある器形である。なお底面は、丸庇である。

☆施文→無文土器で、ナデ方向は横方向である。

☆色調は、外面黒褐色、内面暗褐色、一部黒色を呈する。胎士・焼成は良いが軟質であ

るc
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A・P.L84
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〔皿形土器〕－101 （精製）

☆ (101)は、HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁で、口頚部は、わずかに外反する。肩部は、張り気味で、胴部は、

わずかにふくらむもので底面は、 「丸底」である。

☆施文→口縁直下に太く浅い沈線文が2条めぐるほかは無文である。内面にも口縁下に

太く浅い沈線文がめぐるものである。

☆色調は、外面黒褐色、内面は、黄褐色一部黒褐色を呈する。胎土・焼成は良い。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L85

HX，102
瀞蝿留…もこ

(Ⅲ形士器）

難＃

－14．6

3．0
0．3 0．4

〔皿形土器]-102 (精製）

☆ (102)は、 HxV出土の第10群土器（大洞A式）である。

☆器形→口縁は平縁で、底面は「丸底」であって、皿形の中でも最も浅いタイプである。

☆施文→無文土器である。器内外に整形のためかケズリが認められる。

☆色調は、内外面とも暗赤褐色で一部に黒色の斑点がある。胎土・焼成とも最良である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期） A.P.L86

HX，104HXn103
溌
蕊
嘩
蕊
認
蕊
溌
蕊
蕊
潟
懇
蟻
靭

(台付鉢形土器）

"§■ 厚
ﾖ

ﾖ

鄙

エ

騨

咋

寧

戟

且

量

覚

葛

凸

凸

□

蕊
鐸
蕊
辮
密
轆
甥
辮
韓
認
》

r…
琴

且

昼

Ｅ

ｂ

凸 箪霧

9．7

5．9

’

5．9

| R

0．5～0．7
R

3．4－

〔台付鉢形土器] 103･ 104 (粗製）

☆ (103)は、HxⅣ出土の第7群土器（大洞Cl式)、 (104)は、 HxV出土の第7群
土器（大洞Cl式）である。

☆器形→(103)は、口縁が波状口縁で、 2こl対の突起が、 4対程つくものらしい。口
頚部は、や、内傾し、胴部は、ふくらむ器形である。台部は、末I玄がりで、 このものと

しては高い台部である。 (104)は、平縁で口頚部は外反し、肩部が張るもので、 「把手」
が付くものである。胴部はや、ふくらみのある器形である。台部は、末広がりで高い台
部をつけている。

☆施文→(103)は、肩部に2条の細い沈線文が平行し、L･R縄文が胴部に付くが他は
無文、 (104)は、口縁部に逆山型の刻目があり頚部～肩部には、 4条の沈線文がめぐる。
胴部には、 0段多条のR･L縄文が施文され、台部下端には、 2条の沈線文が施文され
る。

☆色調、 (103)は、内外面とも明赤褐色、 (104)は、外面灰黒色、内面上半灰黒色、下

半黄褐色を呈する。胎土・焼成(103)は、や、不良(104)は良いもので、 (103)は､整
形が粗雑である。
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〔各地区出土、土器〕 （晩期）

（台付鉢形土器）

105 HxV

A.P．L87

106 HxI
騨謹』

＃

蕊

丸
驚
驚
唾
、

許雄

]P局験

9．9 9．8

４
５

）

）

L

ワ
ム

ー
コ

6．7

〔台付鉢形土器] 105･ 106 (粗製）

☆ （105）は、HxV出土の第7群土器（大洞Cl式)、 (106)は、 HxV出土の第7群土
器（大洞Cl式）である。

☆器形→(105)は、口縁は、平縁で肩部がや、張り、胴部は、わずかにふくらむ器形で
台部は末広がりであるが、多少ふくらむ台部である。 （106）は、口縁は、小波状で外反
し、肩部は、 まるくふくらみ、胴部もふくらみのある器形で、台部は末広がりであるが
下端が開く台部である。

☆施文→(105)は、口縁に刻目文、頚部～肩部に3条の沈線文、 その下に小粘土粒が3
対つくもので、胴部には、 0段多条のL･R縄文が施文される。台部下端にも1条の沈
線文がある。 (106)は、口縁に刻目文、頚部に2条の平行沈線文があり、肩部には、 3
対の小突起を配し、胴部には、 0段多条のR・L縄文が施文される。台部は無文。
☆色調は、 (105)は、外面黒褐色、内面灰黄褐色、台部は赤褐色である。 (106)は、外
面黒色、一部赤褐色、内面灰黒色で胎土・焼成は(105)は、良であるが、 (106)は、や、
不良である。
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A，P．L88〔各地区出土、土器〕 （晩期）

107 HXW
"露:鍾蕊潔蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊灘灘灘蕊灘蕊蕊蕊驚駕篭蕊蕊欝蕊蕊蕊驚

(台付鉢形土器）

》

錨

紳

串

》

癖

碑

座

妬

心

峨

鞠

叫

恥

動

球

鼻

蛎

群

兇

職

蓉

“

剰

澁

汀

雌

〆

坪

心

段

ｆ

辛

Ｆ

１
財沖 七

名謬

勤紫職

鳶
虻 ｣毛骨⑪豆

1ワワ
上巳●‐

6.(）

〔台付鉢形土器] 107 (粗製）

☆ (107)は、HxⅣ出土の第7群土器（大洞Cl式）である

☆器形→口縁は、小波状を呈し、口頚部が、や、外反するもので、肩部が段をもって張

り胴部は、ふくらむ器形である。また、台部は、欠失している。

☆施文→口縁には、細かい刻目があり小波状を呈する。頚部から肩部へかけては、 2条

の沈線文が施文され、 その下位、 （肩部）には、横に突出る2ケl対の粘土粒が3対つく

もので、胴部には、 0段多条のR･L縄文が施文される。台部は、欠失しているが、無

文のものらしい。

☆色調は、外面灰褐色、内面黄褐色で、胎土・焼成は、や、良である。
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B・P.L1〔遺構に伴なって出土した土器〕

1

5

穆2

琴‘
橇6

壜 縫

☆(1 ． 3･ 7･10) (不明）→G14･Pit52出土(十腰内I式）

☆（2 ． 4） ‐→G10･Pit9出土(型式不明）

☆（5 ． 6 ． 8 ． 9） →G14･Pit39出土

（5 ． 6 ． 9→十腰内I式）

’ 4→十腰内I式1
1 8→晩期 」

｜

旧磯競削修‘蕊｜（註）

（以下も同様）

10

曇

唾
醗

■
篭

３１
14 15

☆(12･ 16．20･22･23)→G10･Pitll出土

（十腰内I式）

☆(13． 17･21･24)→G10･Pit4出土

| 13･ 17．21→大洞C1式1
1

124 →十腰内I式｜
☆(14.15･18･19･25･26)→G9･Pit48出土

114･15･18･19･25-･卜腰内I式1
126 →中間型式 I

鯵

密
鍵
膨

６１

ク
］

26

蕊

ワq
g写

☆（27）→H2Ⅲ出土（須恵器）→長頚壺

☆（28）→G13Ⅱ出土

｜榊…“☆（29）→G401出土

☆（30）→G91出土

☆(31･32)→{G101出土｝染付磁器

(18～l9C－伊万里）
31 32

30
識

曇

鰯
畷
隷
曾
プ

鍵溌fi 聯#“
樽｣

可 即七 J缶

、建鎧〃"′

ヱ
ゾ

常
…

吟雫

209



〔遺構に伴なって出土した土器〕 B.P.L2

2 ３

☆（1 ．

|↓：
☆（2 ．

|:

４
４
３

７
７
６

10)→G13Pit2出土

→型式不明

→十腰内I式

9 ･ 11)→C14Pit55出土

→十腰内I式

→晩期（型式不明）

１
１
１
１
１
〃
Ⅱ
０
０
１
ノ
骨
１
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｆ

７

5 ． 8

8 ． 11

12 14

☆ （12～18）→G42

|12･ 13･ 14･ 16
＜

l 15･ 17

(異形遺構内出土）

|→大洞Cl式

I→土師器(坏）

18→縄文土器☆(18)
鑑

詞
霧

蝿

濠
19

21

☆(19･20･22)→G131a出土

119"1－上師器｛甕）
122 1大洞C2式(M131a川土）

☆(21･23)→2号H内出土(G13)

|：に縣謝

癖
、
へ
〉

《

２

‘ （注)→2号H-2号住居吐の意

姥
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B.P.L3〔遺構に伴なって出土した土器〕

2

朧織
３

☆(1･2．4･5．7～ll)→5号土壌内出土

IJr:→…勝胸8

10

12

寺掌
14 15

電醗
17 18

聡鯵21
蕊鯵

☆(12～23)→G9 ． 4号土壌内出土

||i:M"…l･23日膳
（22）→大洞Cl式

(16)→底部

16

20

藤
24 25

26

僻 戦
…繊鞭鎚鎚”

“

露
ゞ

28 29

轆灘
☆（24．25 ．27．28．30･31)→G43･ 1号

井戸内

|薑"，｣|識！
☆（26．29）→G10Ⅱ出土（鉄器片）

）1
〕 1

灘蕊謬躍W灘灘聾露恋睡溌驚
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〔遺構に伴なって出土した土器〕 B.P．L4

1
2

鍵 簾4
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鯵7
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膨渉鱗
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鯵蹴竺
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轍：篭21

騨謬
鱗奪霧

16

６

20

12

…錨“……

☆(1～12)→G9 ･ 3号土壌出土

|肺嘘に蝦鰄
☆（13～25）→1号住居祉内出土

1I罰｡…E脇
(20)→中間型式

（23）→土師器（甕）
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簿
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溌
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蕊
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函
’
26~29･31･32･33･37~401→十腰内I式

303435418642 1

畢鐘癖鎚…瞳…灘塗

☆（26）

☆（27）

☆（28）

☆（32）

☆（37）

Pit6出土

Pit32出土

Pit26出土

Pit22出土

Pitl9出土

( |･腰内I式）

（ ？ ）

( |-腰内I式）

（ ？ ）

（ 7 1

Pit3出土

Pit26出土

Pit21出土

Pit41出土

Pit35出土

０
４
３
０
３

１
１
１
１
１

く
く
く
ｔ
ｔ

Ｊ
升
丑
３
Ｊ

↓
↓
↓
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(C2

(十腰内I式）

(C,

(中間型式）

(十腰内I式）

☆（33．38）

☆（39）

☆（29．34．40）

☆（30．35･41)

☆(31･36．42)

０
０
０
３
４

１
１
１
１
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Ｇ
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↓
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B・p.L5〔遺構に伴なって出土した土器〕

蕊寒
鯵鍵8

譲 鶴篝
11 12

琴奏

☆(1 ･ 4 ･ 7

1 1 ． 4 ． 7
1,0

☆（2 ． 3 ． 5

10）→G13土壌Ⅱa出土

→土師器（甕）

→十腰内I式

6 ･ 8 ･ 9 ･ 11 ･ 12)-

G10上墳内出土

3 1→'腰内I式
121→型式名不明(12)→十腰内I式

’

艶
奮

５
２１ Ⅲ

９
Ｇ
●

８
６

“懲卿"…塗墜瀞欝…” 13
14

☆(13～17)→G34･ 4号住居吐内出土

|善』| 亘職､
(15)→底部

※(13･16･15)→焼けている土器
鎧溌…≠ 1

鰯

篭

…騨錘錘鴬 …農

2120
18 19

議懸“篭
ワワ ☆(18～33)→3号住居祉内覆土より出土
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竺旦ぷる唇
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雲霧 31
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畿離藤蕃寧鴛鰹謹垂
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B.P.L6〔各地区出土、土器]-HllV (後期の土器）

２

☆（1～4）→第3群土器（十腰内I式）

☆（4）→隆起線文のあるタイプ

☆（1～3）→器台

☆器形→（4）→甕～深鉢
鯵鱒雷謬拶趨曹ｨ#錬發

篝
4

：鰯溌

鯵

罐…灌罐醤識議繊…§瀦蕊謬繊驚篭坐蕊篠唾

5

6
７

☆（5～10）→第3群土器（十腰内I式）

☆（5）→垂下する隆起線文があるタイ

プ

☆器形→深鉢～甕形

…

8

鐙鐸蜜篭驚

14，

1乙

蕊
13

一

母

☆（11～16)→第3群土器（十腰内I式）

☆（14）→隆起線文があるタイプ

☆器形→深鉢～甕形

篭営14 『森4－

15 16

驚 蕊
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騨

欝

駕
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